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１．研究の背景・目的 
近年、防犯体制の強化がなされているにもかかわらず、犯罪の認知件数・人口あたりの犯罪率は増加の傾向

を示している。そういった中で、多くの住民の身近に起こりうる犯罪の一つとして、都市公園内で発生するも

のがある。都市公園における犯罪は凶悪犯の割合は大きくないものの、粗暴犯・窃盗犯といった誰が被害者と

なってもおかしくないような種類の犯罪の割合が大きくなっている。さらに、実際に犯罪に遭遇しなくても、

利用者がこの種の犯罪に対して不安感を抱くことにより、公園のサービスレベルの低下につながることが十分

に考えられる。このように、利用者の犯罪に対する不安感の軽減は公園の計画・設計の重要な一要素であると

言えるが、現在それらが十分に考慮されているとは言い難い。 
そこで本研究では、利用者の犯罪に対する不安感を生み出す要因（犯罪不安要因）に着目し、それらと犯罪

不安感との関係を分析することにより、それらを踏まえたより良い公園整備のための基礎的知見を得ることを

目的とする。 
２．アンケート調査 
 公園内におけるさまざまな犯罪不安要因と利用者の犯罪不安感との関係を探るため、アンケート調査を行っ

た。対象地域として多摩 NT 内の 6 地域を選定し、各地域内から近隣公園・街区公園を 1 つずつ選び対象公
園に指定した。アンケート調査はポスティング方式にて、2004年 11月下旬に実施した。概要を表 1に示す。 
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３．犯罪不安感の要因分析 
 アンケートにおいて調査した「各要因に

る総合不安度」の 3 項目に関して、以下の
分析を行った。 
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表１ アンケート調査概要 
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1.「認知」⇔「認知に対応した不安感」 
2.「認知に対応した不安感」 

⇔「全体に対する総合不安度」 

さらに、分析 2.については数量化理論Ⅰ類を用いた
分析も行い、総合不安度に寄与している要因を探った。
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では、公園種別ごとの結果を右の図２および図

３

安感は直接公園全体の不安度に影響していると言える。 
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に示す。分析の結果から、「死角の数」，「見通し」，

「樹木の量」の順に犯罪不安感に影響を及ぼしている

ということが示された。さらに、近隣公園・街区公園

に共通して、「落書きの量」と「地域のイメージ」にお

いて、分析 1.と 2.の値に大きな差があるという特徴が
見られた。まず「落書きの量」については、どの公園

においても落書きが多いほど不安にはなるが、公園に
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メージ」については、イメージが悪いからといって
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図２ 要因分析の結果（近隣公園） 

図３ 要因分析の結果（街区公園） 

注）数値は相関係数 （）内は数量化理論Ⅰ類によるレンジ値 

た。さらに、提示した要素ごとに先に示した分析 1.およ
び 2.を行ったところ、「樹木の量」および「利用者の量」に
関する分析 1.の結果に，犯罪見聞経験による差異が見られ
た。それを示したのが図 4である。これらの要素はともに、
同じ公園の同じ状況を目にしたとしても、個人間による認知

の差が大きいと考えられる。そういった要素に対する認知に、

過去に犯罪履歴を見聞きしたという経験は大きな影響を及ぼ

一方で、経験から来る不安感は犯罪に対する警戒感へとつな

を守る行動を生むとも考えられる。そのような意見がアンケートにおける自由解答欄にも書かれており、犯罪
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ているということがこの分析から示された。

起きたという履歴や犯罪が発生しやすいと考えられる箇所に関する情報を事前に利用者に知らせることも、

危険な箇所を整備しなおすことと同様に重要であると言える。 
４．結論と今後の課題 
 アンケート調査および集計・解析結果から、影響の強い要因を

る認知や不安感の関係を

安感の軽減に有効であるということも示された。さらに、犯罪が発生したという履歴や、犯罪の発生しやすい

箇所に関する情報の提供も重要であるということが明らかになった。 
 しかし一方で今後の課題として、現状の整備も勘案した上での、より踏み込んだ公園整備の方向性を示すこ

とや、「公園内の施設配置」・「敷地の高低差」・「周辺の土地利用」など

た要因がまだ残っており、それらについては研究の余地がある。 
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